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新年のごあいさつ

� 理事長　信　𠮷　秀　起

新年あけましておめでとうございます。
健やかで和やかな初春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
私は、上野浩也前理事長の後任として昨年 8 月より、当組合の理事長を仰せつかってお
ります信𠮷秀起と申します。以後お見知りおきをいただき、よろしくお願いいたします。
3 年以上にわたって世界をパンデミックに陥れた新型コロナウイルスも、昨年 5 月に 5 類
に分類されてからは京都の街にもインバウンドの観光客の方々で溢れ、コロナ前の日常が
取り戻されてきているように感じております。しかしながら、新型コロナウイルス・イン
フルエンザの同時感染と言ったことも発生しているようで、寒さ厳しき折、お身体には十
分ご留意いただき、元気一杯新年のスタートをきっていかれることをご祈念しております。
さて、昨年 10 月の保険料改定にあたっては、組合員の皆様には物価上昇の折の保険料値上
げで非常にご迷惑とご心配をおかけしたことを、この場をお借りしてお詫び申し上げます。
一昨年の国からの補助金が前年度実績から 1 億円程度減額され、このままでは組合解散と
いったことも視野に入れた組合運営をしていかなければならない状況下での保険料値上げで
はあったものの、皆様のご負担を考えると断腸の思いであります。
現在、保険料値上げの激変緩和措置として期間限定ではありますが、本年 4月より 18 歳
以下の子供さん保険料の減免措置の実施に向けて理事会等で検討しております。
前理事長も進めておられました人件費・家賃等の固定費の見直し等の経費削減、慣例化さ
れた事柄の見直し、組合員の増加に向けた取組、それに加えて保健事業（健康増進事業） の
推奨で、組織としての赤字運営からの脱却による健全運営、並びに組合員全員の健康寿命
の延伸を進めていきたいと思っております。つまり、組合運営も健全・組合員も健康を目
指して、入っていてよかったと思って頂ける組合にしていきたいと思っております。
ヨーロッパにおけるルネッサンスも、ペストによるパンデミックと人口減少の後に、人類
の英知がもたらした産物であるとも言われております。我々の組合も、危機的状況をいか
にして回復し発展させていくか大切な時期であります。「明けない夜はない」必ず希望に満
ちた朝がやってくることを信じております。
新しい組織・役員そして職員全員でこの窮地に立ち向かってまいります。組合員の皆様方
のより一層のお力添えを心よりよろしくお願いいたします。
新年に際し、皆様方のご健勝・ご多幸を心からご祈念申し上げます。
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活力にあふれ
誇りの持てる京都づくりへ

� 京都府知事　西　脇　隆　俊

明けましておめでとうございます。府民の皆さまにおかれましては、つつがなく新しい年

をお迎えのこととお慶び申し上げます。

昨年を振り返りますと、まず新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類感

染症に変更され、世の中が少しずつ日常を取り戻しました。長きにわたり感染防止対策に

ご協力いただいた府民の皆さま、そして、医療従事者をはじめ関係の皆さまに、心から感

謝と敬意を表します。そして、明治以来中央省庁で初となる文化庁の京都移転が実現しま

した。千年にわたる歴史と文化が日々の生活に息づく京都で国と協力して新しい文化政策

を創り上げることは、京都のみならず日本全体の地方創生推進に向けての大きな一歩であ

り、私たちは着実に新たな歴史の扉を開けつつあります。

「進まざる者は必ず退き、退かざる者は必ず進む」。これは、明治時代に活躍した啓蒙思

想家・福沢諭吉の言葉です。目まぐるしく社会が変化を続ける現代において歩みを止める

ことは、後退するに等しいかもしれません。しかし、時代の変化を柔軟に受け容れなが

ら、受け継がれてきた伝統に常に新しい息吹を吹き込む営みは、これまで京都が脈々と続

けてきたことであり、これからも京都が担っていくことです。時には歩みを止めて振り返

ることも必要ですが、社会が歴史的な転換点を迎えている中、小さな歩みを積み重ねて大

きな前進につなげ、新しい価値を常に生み出し続け、活力にあふれ誇りの持てる京都づく

りを進めてまいります。

来年には、いよいよ大阪・関西万博が開幕します。新名神高速道路も全線開通に向け、着

実に整備が進められております。私たち京都が得意とする交流の力を発揮して、多くの

人、企業、文化の「新しいつながり」を創り、伝統と革新を融合させながら、未来の京都

を担う人や企業を育て、文化を創ってまいります。そして、「文化の都・京都」を世界に発

信しながら、世界の人たちを京都府全域でおもてなししたいと考えております。

今年は辰年です。雲を払い、蒼天に向かって昇っていく龍のように、私たちに託された京

都の未来に向けて、京都府総合計画に掲げた一つ一つのプロジェクトを大きく動かしてま

いります。

今年一年の皆さまのご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げ、新年のごあいさつといたし

ます。
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感謝をこめて
～魅力あふれる京都を未来へ～

� 京都市長　門　川　大　作

あけまして、おめでとうございます。
この一年の京都府建設業職別連合国民健康保険組合の皆様の御多幸を、お祈り申し上げ
ます。
市長の任期もあと２箇月となりました。４期１６年間、京都のまちづくりが大きく前進し
たと御評価いただけるのも、市民、事業者の皆様の深い御理解と御尽力があればこそ。改
めて深く御礼申し上げます。
「課題は現場にある、しかし、答えも解決する力も現場にある」。私は市長就任以来、そ
んな信念で現地現場主義を貫いてきました。市民の皆様と共に汗する「共汗」を大切に、
大好きな京都のために全力を尽くす感動と感謝の日々でした。
振り返ると、２００８年、リーマンショックからのスタートでしたが、市民の皆様と共に
議論を重ねてあらゆる施策を展開しつつ、職員一丸となった行財政改革に注力。その結
果、厳しい財政状況が続く中でも、全国トップ水準の福祉、教育、子育て支援、安心・安
全、景観、文化政策等を充実させ、京都の都市格が大きく向上しました。
そして、私の４期目の最大の責務は「抜本的な財政改革」。そこに想定外の「コロナ危
機」。市民の皆様の命と暮らしを守り抜く。同時に、不退転の覚悟の下、フルオープンの場
で徹底した議論を重ね、更なる改革を丁寧な説明を心がけつつ断行。その結果、１０年以
上かかるとされた収支均衡を２年で達成。これは、国・府との緊密な連携による徹底した
市民・事業者の皆様の下支え、長年の都市の成長戦略による担税力の強化が市税収入の増
加（過去最高）に繋がったこと。さらには、徹底した効率化等による人件費の削減、理念
を大切にしつつ本市独自施策の持続可能な観点での見直しによる歳出削減など、様々な要
素が相まって実現したものです。これらもすべての市民、事業者の皆様の京都への愛情、
日々の弛まぬお取組の賜物。改めて感謝申し上げます。
超高齢社会を見据え、これからが大切です。更なる子育て支援、住居や働く場の創出をは
じめとする人口減少対策、そして、改革を続けつつ、足腰の強い財政へ。同時に、「新・文
化庁」や京都駅東部・崇仁に移転・開校した京都芸大・美工高等を中心に、幅広い地域で
文化を基軸とした都市経営を一層推進。任期の最後まで、京都の最大の宝である「地域力」
「文化力」をいかしたまちづくりに力を注ぎ、素晴らしいリーダーに継承してまいります。
文化首都・京都の発展へ。一層の御指導をお願い申し上げます。


